
～ラインアップ改善に役立つ分析です～

このように “制約があるなか、どのいくつを選べば目的を最大限達成できるか？”という、ラインアップ改善へ

向けた組み合わせを明らかにする際に役立つ分析です。



【分析に必要な質問】

この問題解決へ向け、アンケートで次のような質問を設定し、消費者の購買状況を
調査しました。

ターフ分析を行うのに必要な質問は、基本的には１問のみです。ターフ分析を行うのに必要な質問は、基本的には１問のみです。ターフ分析を行うのに必要な質問は、基本的には１問のみです。ターフ分析を行うのに必要な質問は、基本的には１問のみです。※

とてもシンプルなので応用範囲が広く、かつ対策を実践しやすいのがメリットです。

ＱＱＱＱ．次．次．次．次の商品のうち、購買経験がある商品のの商品のうち、購買経験がある商品のの商品のうち、購買経験がある商品のの商品のうち、購買経験がある商品の番号に番号に番号に番号に 「いくつでも「いくつでも「いくつでも「いくつでも」」」」

○印をつけてください○印をつけてください○印をつけてください○印をつけてください。。。。

１１１１ 商品Ａ商品Ａ商品Ａ商品Ａ

２２２２ 商品Ｂ商品Ｂ商品Ｂ商品Ｂ

３３３３ 商品Ｃ商品Ｃ商品Ｃ商品Ｃ

４４４４ 商品Ｄ商品Ｄ商品Ｄ商品Ｄ

５５５５ 商品Ｅ商品Ｅ商品Ｅ商品Ｅ

６６６６ 商品Ｆ商品Ｆ商品Ｆ商品Ｆ

※ 「Ｑ．次の商品のうち、購買回数が多い商品番号、１位から３位を下記の欄にそれぞれ記入してください」 と

いった質問の回答データからも分析できます。ただし、この場合の質問数は３問になります。





【【【【分析結果分析結果分析結果分析結果】】】】 ～～～～単体最適の組み合わせが、全体最適とは限らない単体最適の組み合わせが、全体最適とは限らない単体最適の組み合わせが、全体最適とは限らない単体最適の組み合わせが、全体最適とは限らない～～～～

前掲の表１をもとに、２つの組み合わせでリーチできる回答者 ｉｄ、リーチ数を一覧表にしたのが表３です。

これによれば、最適な組み合わせは、ケース７（Ｂ、Ｄ）およびケース１０（Ｃ、Ｄ）です。

ケース６（Ｂ、Ｃ）の組み合わせは、商品Ｂ、Ｃ、いずれも単純集計による単体でのリーチは最大ですが、
回答者ｉｄが重複しているため、全体としてのリーチは最大になりません。

具体的に見ると、（Ｂ、Ｃ）の組み合わせでリーチできる回答者ｉｄは、１,２,３,５の４件です。

一方、（Ｂ、Ｄ）あるいは（Ｃ、Ｄ）の組み合わせでリーチできる回答者ｉｄは、１～５の５件です。（表１より）

このように、ターフ分析は単純集計では見えにくい重複を考慮しつつ、全体としてのターフ分析は単純集計では見えにくい重複を考慮しつつ、全体としてのターフ分析は単純集計では見えにくい重複を考慮しつつ、全体としてのターフ分析は単純集計では見えにくい重複を考慮しつつ、全体としてのリーチ（到達範囲）をリーチ（到達範囲）をリーチ（到達範囲）をリーチ（到達範囲）を
最大にする最大にする最大にする最大にする最適な組み合わせ最適な組み合わせ最適な組み合わせ最適な組み合わせを可視化する分析ですを可視化する分析ですを可視化する分析ですを可視化する分析です。。。。

注：ＯＲ条件に該当する回答者数（トータルな円の大きさに

相当）が、その組み合わせにおけるリーチになります。



【無料お試しサービスのお知らせ】

最後までご覧頂き、誠にありがとうございます。

お礼として皆様がお持ちのデータを用い、最大10アイテムの組み合わせの中から、
ご希望の１種類の実績ターフ分析を無料にて承ります。

こちらは毎月先着10名様への限定サービスになりますので、ご希望の方は早めに
ご連絡ください。宜しくお願い申し上げます。
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〒101-0034  東京都千代田区神田東紺屋町30番地 ｻﾝﾊｲﾂ神田ﾋﾞﾙ8F  
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